
資 料 ２

令和５年度

施策ＮＯ． 施策・事業名 担当課
計 画 書
記 載 頁

1 　幼稚園、保育所（園）、認定こども園事業 保 育 課 49～52

2 　時間外保育事業 保 育 課 53

3 　放課後児童健全育成事業 社 会 教 育 課 54～55

4 　子育て短期支援事業 子育て支援課 56

5 　地域子育て支援拠点事業
子育て支援課
保 育 課

57

6 　幼稚園における一時預かり事業
保 育 課
教 育 総 務 課

58

7 　保育所等における一時預かり事業 保 育 課 59

8 　病児・病後児保育事業 保 育 課 60

9 　ファミリー・サポート・センター事業 子育て支援課 61

10 　利用者支援事業
子育て支援課
保 育 課

62

11 　妊婦健康診査 子育て支援課 63

12 　乳児家庭全戸訪問事業 子育て支援課 64

13 　養育支援訪問事業 子育て支援課 65

亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書（総括表）



施策ＮＯ． 施策・事業名
計 画 書
記 載 頁 取組内容 見込み値

（令和4年度）
実績値

（令和4年度）
％ 見込み値

（令和5年度）
実績値

（令和5年9月時点）
％

進捗状況に対する
自己（担当課）評価

１号認定（３歳児以上） 463 593 128% 448 479 107%

２号認定教育（３歳児以上） 158 104 66% 153 99 65%

２号認定保育（３歳児以上） 1,275 1,356 106% 1,236 1,330 108%

３号認定（１．２歳児） 738 719 97% 739 714 97%

３号認定（０歳児） 102 151 148% 104 116 112%

実施箇所 10 10 100% 10 10 100%

利用人数 630 583 93% 628 640 102%

 児童会開設環境整備（実施箇所数） 38 32 84% 39 32 82%

 事業対象学年の拡大（提供量合計） 1,131 1,037 92% 1,143 1,237 108%

4 子育て短期支援事業 56
子育て短期支援事業
延べ利用者数 73 149 204% 71 103 145% Ｂ

 地域子育て支援拠点事業延べ利用者数 33,740 72,805 216% 32,835 32,603 99%

実施箇所 6 7 117% 6 7 117%

6 幼稚園における一時預かり事業 58 一時預かり事業 27,383 34,522 126% 28,357 16,482 58% Ｂ

7 保育所等における一時預かり事業 59 一時預かり事業 2,713 1,107 41% 2,777 608 22% Ｂ

実施箇所 8 10 125% 8 10 125%

利用人数 4,275 1,536 36% 4,173 944 23%

9 ファミリー・サポート・センター事業 61 相互援助活動件数 927 1,129 122% 897 678 76% Ｂ

10 利用者支援事業 62 利用者支援事業実施箇所数 9 9 100% 9 9 100% Ｂ

11 妊婦健康診査 63 妊婦健康診査受診者数 556 539 97% 541 267 49% Ａ

12 乳児家庭全戸訪問事業 64 乳児家庭全戸訪問事業 534 486 91% 520 262 50% Ａ

13 養育支援訪問事業 65 養育支援訪問事業 67 51 76% 67 80 119% Ｂ

49～52

2 時間外保育事業 53

 亀岡市子ども・子育て支援事業計画 目標達成状況一覧

8 病児・病後児保育事業 60

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

3 放課後児童健全育成事業 54～55

5 地域子育て支援拠点事業 57

幼稚園、保育所（園）、認定こども園事業1



見込み値
（令和4年度）

実績値
（令和4年度）

差分 見込み値
（令和5年度）

実績値
（令和5年度）

差分

0歳 534 507 △ 27 520 487 △ 33

1歳 579 575 △ 4 562 543 △ 19

2歳 603 571 △ 32 588 596 8

3歳 638 647 9 613 581 △ 32

4歳 626 643 17 643 668 25

5歳 680 705 25 628 647 19

小計 3,660 3,648 △ 12 3,554 3,522 △ 32

6歳 687 703 16 689 721 32

7歳 746 760 14 685 714 29

8歳 721 741 20 747 764 17

9歳 775 785 10 721 745 24

10歳 752 759 7 775 788 13

11歳 844 856 12 752 765 13

小計 4,525 4,604 79 4,369 4,497 128

12歳 802 813 11 840 858 18

13歳 831 843 12 804 814 10

14歳 826 825 △ 1 830 840 10

小計 2,459 2,481 22 2,474 2,512 38

15歳 787 797 10 810 827 17

16歳 805 824 19 793 800 7

17歳 804 814 10 805 819 14

小計 2,396 2,435 39 2,408 2,446 38

13,040 13,168 128 12,805 12,977 172

子どもの人口

※資料：亀岡市データ（各年４月１日現在）
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亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部保育課・保育政策係

担当者名・内線番号 古川・内線８２５２

（１）施策ＮＯ． 1

（２）施策・事業名 幼稚園・保育所（園）、認定こども園事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　４９～５２頁（他に４２頁に記載）

（９）課題・問題点及び対応策

保育所入所希望者数が増加する中で、保育士の確保が困難等により待機児童が発生する
結果となりました。保育士確保及び施設整備を進めることにより待機児童の解消に努め
る必要があります。
　また、公立保育所については、施設の老朽化・周辺部の保育所での定員割れ等の課題
があり、適正な施設運営が求められています。

（４）施策の基本目標 ５　仕事と子育ての両立を支援する

（５）実施主体（該当するものに○） 　国　　・　　府　　・　　市　　・　　その他（　　　　　　　）

（６）施策・事業概要

幼稚園は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児の健やかな成長の
ために適切な環境を与えて、その心身の発達を助長することを目的としています。
　保育所（園）は、保護者が就労や疾病などにより、就学前児童を保育することができ
ないなど、保育が必要であると認められる場合に、保護者の代わりに保育を実施しま
す。
　認定こども園は、幼稚園、保育所（園）の機能を備え、就学前の教育・保育、子育て
支援サービスを総合的に提供することを目的としています。
　本市は、公立幼稚園（１園）・私立幼稚園（４園）・公立保育所（６園）・私立保育
園（７園）・公立認定こども園（２園）・私立認定こども園（２園）で実施していま
す。

（７）令和４年度の取組実績・成果

【令和４年度の状況】
＜実績＞
　本市では、令和４年４月時点で幼稚園が１，２４０人、認可保育所（園）・認定こど
も園が２，５５１人の利用定員数を設けていましたが、認可保育所（園）・認定こども
園において、国基準の待機児童が７人発生しました。また、令和４年度末の入所待ち児
童数は２２１人、そのうち国定義の待機児童は５３人となりました。

＜待機児童解消にむけた取組＞
　○保育所（園）の受け入れ体制の強化
　入所待ち児童の解消に向けて、保育の受け皿の確保を図るため、保育士等を確保し、
受け入れ体制の強化を進めます。

（８）進捗状況に対する自己（担当課）評価

Ａ　（順調）　・　　Ｂ（概ね順調）　　・　　Ｃ（不調）

（自己評価「Ｃ」の場合のみ、その理由、現況等について記入）

○調書は裏面に続きます。



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部保育課・保育政策係

担当者名・内線番号 古川・内線８２５２

（１）施策ＮＯ． 1

（２）施策・事業名 幼稚園・保育所（園）、認定こども園事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　４９～５２頁（他に４２頁に記載）

取組内容 単位

市立幼稚園 人

保育所入所者数（３歳以上） 人

保育所入所者数（３歳未満） 人

１号認定（３歳児以上） 人 812 655 673 638 593 479

２号認定教育（３歳児以上） 人 123 104 116 104 99

２号認定保育（３歳児以上） 人 1,440 1,400 1,405 1,349 1,356 1,330

３号認定（１．２歳児） 人 717 734 704 705 719 714

３号認定（０歳児） 人 143 143 129 146 151 116

Ｈ３０
（実績額）

Ｒ１
（実績額）

Ｒ２
（実績額）

Ｒ３
（実績額）

Ｒ４
（実績額）

Ｒ５
（執行見込額）

2,726,861,814 2,774,650,756 3,133,333,239 3,146,342,178 3,404,592,650 3,165,330,775

（

１
３
）

根
拠
法
令
等

（

１
２
）

実
績
額

　　　　　　　　　　　　　　　年
度

    単位：円

子ども・子育て支援法、児童福祉法、学校教育法

○「（７）令和４年度の取組実績・成果」、「（１０）令和５年度の取組状況」及び「（１１）関係データ」等について資
料があれば添付してください。

（
１
１
）
関
係
デ
ー
タ

年度
Ｈ３０

（実績）
Ｒ１

（実績）
Ｒ２

（実績）
Ｒ３

（実績）
Ｒ４

（実績）
Ｒ５

（現況）

（１０）令和５年度の取組状況

【令和５年度の状況】
＜実績＞
　本市では、令和５年４月時点で幼稚園が１，２４０人、認可保育所（園）・認定こど
も園が２，５５１人の利用定員数を設けていましたが、保育所において、国基準の待機
児童が７人発生しました。また、令和５年９月１日時点の入所待ち児童数は１４０人、
そのうち国定義の待機児童は４２人となりました。

＜待機児童解消にむけた取組＞
　○企業主導型保育所の新規開設
　　　認可外保育施設ですが、令和４年度に企業主導型保育所が新たに１園新設され、
　　　合計４園となりました。
　○保育士就職奨励金事業の活用
　　　保育士の保育施設への就労を促すとともに保育士の定着を図ることを目的に、民
　　　間保育所等が要件に該当する保育士の採用に際して奨励金（就職奨励金、転居支
　　　援金）を支給した場合に補助する保育士就職奨励金事業を令和２年から実施して
　　　います。（令和５年度実績見込み　就職奨励金１９人、転居支援金１人）



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部保育課・保育政策係

担当者名・内線番号 古川・内線８２５２

（１）施策ＮＯ． 2

（２）施策・事業名 時間外保育事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　５３頁（他に４３頁に記載）

（９）課題・問題点及び対応策
保護者の就労状況の多様化や、こどもファースト事業の一環として令和５年４月から開
始した第２子以降保育料無料化事業のため、利用者は増加傾向にあり、今後も引き続き
利用者のニーズに合わせた受け入れ体制の整備が必要です。

（４）施策の基本目標 ５　仕事と子育ての両立を支援する

（５）実施主体（該当するものに○） 　国　　・　　府　　・　　市　　・　　その他（　私立保育園等　）

（６）施策・事業概要
保護者の就労形態や勤務時間帯の多様化に対応するため、認定区分を超えた時間帯に保
育を必要とする子どもを対象とした延長保育を実施する事業です。
　現在、亀岡市立第六保育所と私立９園で実施しています。

（７）令和４年度の取組実績・成果

【令和４年度取組実績】

・実施箇所・・・亀岡市立第六保育所、私立保育園・認定こども園９園
　　　　　　　（私立保育園等へは事業に対し補助金を交付）

・実施内容・・・保育短時間認定子ども
　　　　　　　　　　１６時から１９時又は、１６時から２０時
　　　　　　　　保育標準時間認定子ども
　　　　　　　　　　１８時から１９時又は、１８時から２０時
・利用人数・・・５８３人（年間）

【成果】
　　保護者の多様な就労形態に伴い、利用人数は増加傾向にありますが、受け
　入れ体制を整えることができています。

（８）進捗状況に対する自己（担当課）評価

Ａ　（順調）　・　　Ｂ（概ね順調）　　・　　Ｃ（不調）

（自己評価「Ｃ」の場合のみ、その理由、現況等について記入）

○調書は裏面に続きます。



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部保育課・保育政策係

担当者名・内線番号 古川・内線８２５２

（１）施策ＮＯ． 2

（２）施策・事業名 時間外保育事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　５３頁（他に４３頁に記載）

取組内容 単位

実施箇所 箇所 10 10 10 10 10 10

利用人数 人 646 602 538 447 583 640

Ｈ３０
（実績額）

Ｒ１
（実績額）

Ｒ２
（実績額）

Ｒ３
（実績額）

Ｒ４
（実績額）

Ｒ５
（執行見込額）

39,446,840 43,020,620 36,407,506 39,792,258 38,724,800 36,769,600

（

１
３
）

根
拠
法
令
等

（

１
２
）

実
績
額

　　　　　　　　　　　　　　　年
度

    単位：円

子ども・子育て支援法、亀岡市立保育所延長保育実施規則、亀岡市特別保育事業費補助金交付要綱

○「（７）令和４年度の取組実績・成果」、「（１０）令和５年度の取組状況」及び「（１１）関係データ」等について資
料があれば添付してください。

（
１
１
）
関
係
デ
ー
タ

年度
Ｈ３０

（実績）
Ｒ１

（実績）
Ｒ２

（実績）
Ｒ３

（実績）
Ｒ４

（実績）
Ｒ５

（現況）

（１０）令和５年度の取組状況

【令和５年度取組状況】

・実施箇所・・・亀岡市立第六保育所、私立保育園・認定こども園９園
　　　　　　　（私立保育園等へは事業に対し補助金を交付）

・実施内容・・・保育短時間認定子ども
　　　　　　　　　　１６時から１９時又は、１６時から２０時
　　　　　　　　保育標準時間認定子ども
　　　　　　　　　　１８時から１９時又は、１８時から２０時
・利用人数・・・６４０人（令和５年１１月末現在見込）



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 教育部社会教育課・児童クラブ事業推進係

担当者名・内線番号 森・内線３７５６

（１）施策ＮＯ． 3

（２）施策・事業名 放課後児童健全育成事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　５４～５５頁

（９）課題・問題点及び対応策

　入会児童数が増加する中、良好な保育環境を維持するためには、保育場所及び人材の
確保が課題となっています。保育場所に関しては、小学校の活用されていない教室の活
用や、特別教室の借用など学校管理者の協力を得て環境改善に取り組んでいるところで
す。また、人材に関しては、児童数に応じた適正配置や、長期休業期間における長時間
勤務の負担を軽減するため、幅広く求人を行い人材の確保に努めていきます。

（４）施策の基本目標 ５　仕事と子育ての両立を支援する

（５）実施主体（該当するものに○） 　国　　・　　府　　・　　市　　・　　その他（　　　　　　　）

（６）施策・事業概要

　保護者が就労等により昼間家庭にいない児童を対象に、学校の放課後に遊びや生活の
場を提供し、支援員等児童会職員による活動支援のもと、児童の健全な育成を図ること
を目的に、各学校の空き教室等を活用し放課後児童会を開設しています。
　放課後児童会は、令和５年度から「かめおか児童クラブ」と改称し、制度の拡充を
図っています。

（７）令和４年度の取組実績・成果

【取組実績】
　市内全１８校区の３２教室で児童会を開設し、月平均１，０３７人の児童を受入れる
と共に、以下のとおり事業運営体制の拡充等を図りました。
　
〇児童の良好な保育環境を確保するため、教室の増設や必要備品類の購入・更新を行
い、児童が安全・安心に過ごせる環境の整備に努めました（千代川小学校放課後児童会
１教室増設、夏季休業期間のみの教室増設等）。

〇新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う学級閉鎖期間中に、保護者が医療従事者等
で社会的に業務継続が要請されている職業の方を対象として、特設放課後児童会を開設
し、家庭での保育が困難な児童を受入れました。

〇学校夏季休業期間におけるデリバリー弁当の斡旋や山間地放課後児童会利用児童のた
めのスクールバスの運行を行うなど、保護者の負担軽減を図りました。

〇「子どもファースト宣言」による制度拡充のため、令和５年４月からの実施に向けて
準備作業に取り組みました。

【成　　果】
　児童の健全育成に加え、就労する保護者の子育て支援の一翼を担う施策として､市民
福祉の向上に寄与することができました。
　○入会実績　※別添資料のとおり

（８）進捗状況に対する自己（担当課）評価

Ａ　（順調）　・　　Ｂ（概ね順調）　　・　　Ｃ（不調）

（自己評価「Ｃ」の場合のみ、その理由、現況等について記入）

○調書は裏面に続きます。



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 教育部社会教育課・児童クラブ事業推進係

担当者名・内線番号 森・内線３７５６

（１）施策ＮＯ． 3

（２）施策・事業名 放課後児童健全育成事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　５４～５５頁

取組内容 単位

児童会開設環境整備
（実施箇所数）

箇所 32 32 32 32 32 32

事業対象学年の拡大
（提供量合計）

人 1,053 1,124 1,052 1,035 1,037 1,237

Ｈ３０
（実績額）

Ｒ１
（実績額）

Ｒ２
（実績額）

Ｒ３
（実績額）

Ｒ４
（実績額）

Ｒ５
（執行見込額）

147,655,937 158,174,923 168,769,729 165,512,906 188,363,049 395,900,000

（

１
３
）

根
拠
法
令
等

（

１
２
）

実
績
額

　　　　　　　　　　　　　　　年
度

    単位：円

児童福祉法、かめおか児童クラブ事業の実施に関する条例、
亀岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例　ほか

○「（７）令和４年度の取組実績・成果」、「（１０）令和５年度の取組状況」及び「（１１）関係データ」等について資
料があれば添付してください。

（
１
１
）
関
係
デ
ー
タ

年度
Ｈ３０

（実績）
Ｒ１

（実績）
Ｒ２

（実績）
Ｒ３

（実績）
Ｒ４

（実績）
Ｒ５

（現況）

（１０）令和５年度の取組状況

【取組状況】
　市内全１８校区の３２教室で児童クラブを開設し、令和５年１２月現在で月平均１，
２３７人の児童を受け入れています。なお、今年度につきましては、以下のとおり事業
運営体制の充実に努めています。

〇令和５年度から制度を拡充して実施しています。
　①１家庭２人目以降の負担金無償化、②平日午後７時まで延長
　③土・日・祝日の開設、④一時利用（日単位）の利用申し込みを開始

〇夏季休業期間中の入会児童数の増加により十分な保育スペースが確保できない児童ク
ラブについては、夏季休業期間中のみ追加で教室を借用して開設しました。

〇保育環境の改善を図るため、学校管理者と協議のうえ活用されていないコンピュー
ター教室を児童クラブ教室に転換し、必要備品の購入や更新を行い教室を移転しまし
た。【３校：亀岡小学校、安詳小学校、千代川小学校】

〇各児童クラブの状況を把握し、施設の老朽化に伴う備品の入れ替えや修繕等を順次行
い、環境改善を図っています。



資料　【かめおか児童クラブ入会実績】

　○通常授業日（上段：児童数　下段：入会率）

１年 ２年 ３年
低学年
計

４年 ５年 ６年
高学年
計

合計 対象

348 332 265 945 146 91 30 267 1,212
49.5% 47.2% 35.2% 43.8% 19.9% 11.7% 4.0% 11.8% 27.4%

314 307 209 830 134 60 22 216 1,046
44.9% 40.9% 28.6% 38.0% 17.3% 8.0% 2.6% 9.1% 23.0%

334 266 253 853 139 57 26 222 1,075
44.9% 36.8% 32.8% 38.1% 18.6% 6.8% 3.3% 9.3% 23.3%

308 335 246 889 154 57 15 226 1,115
43.1% 43.6% 33.1% 39.9% 18.4% 7.1% 1.8% 9.2% 23.8%

354 314 276 944 120 35 17 172 1,116
46.3% 42.2% 33.1% 40.3% 15.1% 4.3% 2.1% 7.1% 23.4%

325 341 230 896 95 20 6 121 1,017
43.9% 40.6% 28.9% 37.7% 11.6% 2.4% 0.8% 5.0% 21.2%

372 298 231 901 24 7 0 31 932
44.2% 37.3% 28.3% 36.7% 2.9% 0.9% 0.0% 1.3% 19.1%

306 287 252 845 - - - 0 845
38.2% 35.2% 30.6% 34.6% - - - 0.0% 17.5%

321 306 215 842 - - - 0 842
39.4% 37.2% 27.6% 34.8% - - - 0.0% 17.2%

【参考】
　令和４年度５月（前年度） 令和５年度５月　※R5.4から延長廃止、土日祝日開設

延長入会 284 （280） 土曜日入会 65
土曜入会 11 （26） 日曜日入会 11

祝日入会 25

　○夏季休業日（上段：児童数　下段：入会率）

１年 ２年 ３年
低学年
計

４年 ５年 ６年
高学年
計

合計 対象

385 361 296 1,042 180 118 39 337 1,379
54.8% 51.3% 39.3% 48.2% 24.5% 15.2% 5.2% 14.9% 31.2%

338 332 225 895 155 63 24 242 1,137
48.3% 44.3% 30.7% 41.0% 20.0% 8.4% 2.8% 10.2% 25.0%

388 309 283 980 160 75 31 266 1,246
52.2% 42.8% 36.7% 43.8% 21.4% 9.0% 3.9% 11.2% 27.0%

311 330 233 874 147 54 14 215 1,089
43.5% 43.0% 31.4% 39.3% 17.6% 6.8% 1.7% 8.7% 23.2%

407 355 332 1,094 213 85 44 342 1,436
53.2% 47.7% 39.9% 46.7% 26.8% 10.3% 5.4% 14.1% 30.1%

378 391 319 1,088 195 85 15 295 1,383
51.0% 46.6% 40.1% 45.8% 23.9% 10.4% 1.9% 12.2% 28.8%

427 369 303 1,099 162 64 21 247 1,346
50.8% 46.2% 37.1% 44.7% 19.6% 8.1% 2.6% 10.2% 27.6%

375 347 309 1,031 119 41 - 160 1,191
46.8% 42.6% 37.5% 42.2% 15.2% 5.1% - 6.7% 24.6%

371 353 239 963 103 - - 103 1,066
45.5% 42.9% 30.6% 39.8% 12.7% - - 4.2% 21.8%

　【参考】全校学年別在学児童数

１年 ２年 ３年
低学年
計

４年 ５年 ６年
高学年
計

合計

令和５年度 703 704 753 2,160 735 775 753 2,263 4,423
令和４年度 700 750 732 2,182 774 750 845 2,369 4,551
令和３年度 744 722 772 2,238 747 837 800 2,384 4,622
令和２年度 715 768 743 2,226 835 800 827 2,462 4,688
令和元年度 765 744 833 2,342 795 822 816 2,433 4,775
平成３０年度 741 839 796 2,376 816 817 792 2,425 4,801
平成２９年度 841 799 816 2,456 825 788 808 2,421 4,877
平成２８年度 802 815 824 2,441 784 811 806 2,401 4,842
平成２７年度 815 822 780 2,417 811 806 857 2,474 4,891

５月

1～6年

平成２７年度 1～4年

※令和２年度：新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う臨時休校措置の影響により夏季休業期間短縮

平成２８年度 1～5年

令和５年度

８月

1～6年

令和４年度 1～6年

令和３年度 1～6年

令和２年度 1～6年

令和元年度 1～6年

平成３０年度 1～6年

平成２９年度

令和２年度 ６月 1～6年
※全校児童会

令和元年度

５月

1～6年
※全校児童会

平成３０年度 1～6年
※全校児童会

平成２９年度 1～6年
※10校児童会

平成２８年度 1～3年

平成２７年度 1～3年

※令和２年度：新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う臨時休校措置により、５月は特例入会者数を含むため６月実績

令和５年度

５月

1～6年
※全校児童クラブ

令和４年度 1～6年
※全校児童会

令和３年度 1～6年
※全校児童会



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部子育て支援課・こども支援係

担当者名・内線番号 水口・内線８２３２

（１）施策ＮＯ． 4

（２）施策・事業名 子育て短期支援事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　５６頁

（９）課題・問題点及び対応策

　本事業については、ひとり親家庭及び要保護児童家庭の緊急・突発的利用が多い傾向
にあり、子どもの安心・安全を確保し、保護者の心身の疲労や社会的な子育ての孤立・
負担を軽減できるよう効果的な利用を図る必要があります。今後もさらに支援を要する
対象者への相談体制を充実させ、関係機関と連携を図り、支援内容の周知及び有効活用
を図ります。

（４）施策の基本目標 ６　子どもの人権を大切にするまちづくり

（５）実施主体（該当するものに○） 　国　　・　　府　　・　　市　　・　　その他（　　　　　　　）

（６）施策・事業概要

　保護者の仕事、疾病、育児疲れなどの理由により、家庭での児童の養育が一時的に困
難となる場合などに、児童福祉施設において一定期間の児童の養育・保護を行います。
　事業は、短期入所生活援助事業（ショートステイ事業）と夜間養護等事業（トワイラ
イトステイ事業）があります。

（７）令和４年度の取組実績・成果

【実施箇所】
　市内１箇所：社会福祉法人　青葉学園　(委託）

【実績】
　
・ショートステイ事業　　　　　延べ利用者数　　　　　１４９　人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績額　８１９，５００　円

・トワイライトステイ事業　　　延べ利用者数　　　　　　　０　人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　実績額　　　　　　　０　円

【成果】
　保護者の入院、仕事の都合、育児疲れなど児童の養育が一時的に困難な保護者に対
し、児童福祉施設にて児童を預かることで、保護者の精神的負担の軽減につなげること
ができ、本事業の趣旨に沿った成果をあげることができたと考えています。

（８）進捗状況に対する自己（担当課）評価

Ａ　（順調）　・　　Ｂ（概ね順調）　　・　　Ｃ（不調）

（自己評価「Ｃ」の場合のみ、その理由、現況等について記入）

○調書は裏面に続きます。



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部子育て支援課・こども支援係

担当者名・内線番号 水口・内線８２３２

（１）施策ＮＯ． 4

（２）施策・事業名 子育て短期支援事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　５６頁

取組内容 単位

子育て短期支援事業
延べ利用者数

人 51
（年間実績）

52
（年間実績）

19
（年間実績）

20
（年間実績）

149
（年間実績）

103
（現況R5.9末）

Ｈ３０
（実績額）

Ｒ１
（実績額）

Ｒ２
（実績額）

Ｒ３
（実績額）

Ｒ４
（実績額）

Ｒ５
（執行見込額）

262,000 270,000 93,000 110,000 819,500 1,171,500

（

１
３
）

根
拠
法
令
等

（

１
２
）

実
績
額

　　　　　　　　　　　　　　　年
度

    単位：円

子ども・子育て支援法、児童福祉法
亀岡市子育て短期支援事業実施について　ほか

○「（７）令和４年度の取組実績・成果」、「（１０）令和５年度の取組状況」及び「（１１）関係データ」等について資
料があれば添付してください。

（
１
１
）
関
係
デ
ー
タ

年度
Ｈ３０

（実績）
Ｒ１

（実績）
Ｒ２

（実績）
Ｒ３

（実績）
Ｒ４

（実績）
Ｒ５

（現況）

（１０）令和５年度の取組状況

　令和５年度においても、保護者の仕事や疾病、入院や急な体調不良、育児不安や育児
負担など養育困難な家庭に対し、家庭児童相談や関係者からの連携を通じて、事業利用
の調整を図りました。
　保護者の精神的な不安定さや体調不良の長期化により、継続的、定期的な利用を必要
とする家庭があり、利用実績が増加しています。



                                                                                                                                                                                                                 

亀岡市子育て支援センター（亀岡市社会福祉協議会に委託）

ゆりかごひろば　（ＮＰＯ法人亀岡子育てネットワークに委託）

かめまるランド　（亀岡市社会福祉協議会に委託）

千代川こども園　（（福）徳雲福祉会 千代川こども園に委託）

大井こども園　　（（福）徳雲福祉会 大井こども園に委託）

太田保育園　　　（（福）愛嶺福祉会 太田保育園に委託）

・ひろば事業利用者実績 ７２,８０５ 人

亀岡市子育て支援センター・・・・・・・ １１,３０１ 人

ゆりかごひろば・・・・・・・・・・・・ １,８１７ 人
かめまるランド・・・・・・・・・・・・ ５７,４６２ 人

千代川こども園・・・・・・・・・・・・ ２６９ 人

大井こども園・・・・・・・・・・・・・ ３８０ 人
太田保育園・・・・・・・・・・・・・・ ３３６ 人
はこべ保育園・・・・・・・・・・・・・ １,２４０ 人

　　　　　　　　　

（４）施策の基本目標 １　地域ぐるみで子育てを支援する

（１）施策ＮＯ． 5

（２）施策・事業名 地域子育て支援拠点事業

（３）計画書記載頁

亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係
こども未来部子育て支援課・子どもファースト推進係

こども未来部保育課・保育政策係

担当者名・内線番号
小北・内線８２４２
古川・内線８２５２

第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　５７頁（他に３２頁に記載）

・実施箇所・・・市内７箇所

（５）実施主体（該当するものに○） 　国　　・　　府　　・　　市　　・　　その他（　　　　　　　）

（６）施策・事業概要
　地域において子育て中の親子が交流する場所を設置することにより、地域の子育て支
援機能の充実を図り、子育ての不安感などを緩和し、子どもの健やかな育ちを支援する
ことを目的とする。

○調書は裏面に続きます。

（８）進捗状況に対する自己（担当課）評価

Ａ　（順調）　・　　Ｂ（概ね順調）　　・　　Ｃ（不調）

　新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和されたことに加えて、各拠点において
利用者がより交流を図りやすい体制づくりなどを進めたり、広報活動に努めた結果、昨年
度に比べて各拠点における利用者数が増加しております。
　子どもと一緒に遊びながら利用者同士が子育ての悩みを共有したり、子育て世代同士の
つながりの場を提供することができ、子育ての不安感や悩みの軽減を図ることができまし
た。

（７）令和４年度の取組実績・成果

【令和４年度取組実績】

（自己評価「Ｃ」の場合のみ、その理由、現況等について記入）

（９）課題・問題点及び対応策
　保育園等の園庭開放を進めるとともに、子育て支援の中核施設として子育て支援セン
ターを位置付け、市内を網羅する地域子育て支援拠点施設をきめ細やかに確保し、地域
に密着した子育て支援体制の構築に引き続き取り組む必要があると考えています。

はこべ保育園　　（（福）くわの実つむぎ会はこべ保育園に委託）

延べ利用者数・・・・・・

【成果】



                                                                                                                                                                                                                 

（１）施策ＮＯ． 5

（２）施策・事業名 地域子育て支援拠点事業

（３）計画書記載頁

亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係
こども未来部子育て支援課・子どもファースト推進係

こども未来部保育課・保育政策係

担当者名・内線番号
小北・内線８２４２
古川・内線８２５２

第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　５７頁（他に３２頁に記載）

亀岡市子育て支援センター（亀岡市社会福祉協議会に委託）

ゆりかごひろば　（ＮＰＯ法人亀岡子育てネットワークに委託）

かめまるランド　（亀岡市社会福祉協議会に委託）

千代川こども園　（（福）徳雲福祉会 千代川こども園に委託）

大井こども園　　（（福）徳雲福祉会 大井こども園に委託）

太田保育園　　　（（福）愛嶺福祉会 太田保育園に委託）

はこべ保育園（（福）くわの実つむぎ会はこべ保育園に委託）

３２,６０３ 人

亀岡市子育て支援センター・・・・・・・ ７,３５０ 人

ゆりかごひろば・・・・・・・・・・・・ １,３０４ 人

かめまるランド・・・・・・・・・・・・ ２２,４６７ 人

千代川こども園・・・・・・・・・・・・ １７９ 人

大井こども園・・・・・・・・・・・・・ ２５３ 人

太田保育園・・・・・・・・・・・・・・ ２２４ 人
はこべ保育園・・・・・・・・・・・・・ ８２６ 人

取組内容 単位

地域子育て支援拠点事業
延べ利用者数

人 32,811
（年間実績）

27,698
（年間実績）

23,286
（年間実績）

48,052
（年間実績）

72,805
（年間実績）

32,603
（R5.9月末）

実施箇所 箇所 6 6 7 7 7 7

Ｈ３０
（実績額）

Ｒ１
（実績額）

Ｒ２
（実績額）

Ｒ３
（実績額）

Ｒ４
（実績額）

Ｒ５
（執行見込額）

30,024,000 34,218,000 38,272,000 40,162,000 40,162,000 40,162,000

（

１
３
）

根
拠
法
令
等

（１０）令和５年度の取組状況

・実施箇所・・・市内７箇所

・ひろば事業利用者実績（R5.9月末時点）

延べ利用者数・・・・・・

子ども・子育て支援法、児童福祉法
亀岡市子育て支援センター事業実施要綱　ほか

年度
Ｈ３０

（実績）
Ｒ１

（実績）
Ｒ２

（実績）

○「（７）令和４年度の取組実績・成果」、「（１０）令和５年度の取組状況」及び「（１１）関係データ」等について資
料があれば添付してください。

Ｒ３
（実績）

Ｒ４
（実績）

Ｒ５
（現況）

（

１
２
）

実
績
額

　　　　　　　　　　　　　　　年
度

    単位：円

（
１
１
）
関
係
デ
ー
タ



（９）課題・問題点及び対応策
　幼稚園の一時預かり事業に対する利用者のニーズは高まっており、今後も引き続き受
け入れ体制の整備が必要と考えています。

亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係
こども未来部保育課・保育政策係

教育部教育総務課・総務係

担当者名・内線番号 古川・内線８２５２

（１）施策ＮＯ． 6

（２）施策・事業名 幼稚園における一時預かり事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　５８頁

（４）施策の基本目標 ５　仕事と子育ての両立を支援する

（５）実施主体（該当するものに○） 　国　　・　　府　　・　　市　　・　　その他（　　　　　　　）

（６）施策・事業概要

　幼稚園の在園児を対象として、一時預かりを行う事業です。
　私立幼稚園４園及び亀岡市立幼稚園において、多様な保護者のニーズに合わせ、一時
預かりを実施し、園児と保護者の安心感を高めるために、一時預かり事業を行っていま
す。

（７）令和４年度の取組実績・成果

【令和４年度実績】

・実施箇所…私立幼稚園４園・市立幼稚園１園
・利用人数…３４，５２２人
　　　　　　　　　　　　６月　　　　 １０月　　　　　　平均
　安町幼稚園　　　　　７５人／日　　８０人／日　　　７８人／日
　ひかり幼稚園　　　　３５人／日　　４５人／日　　　４０人／日
　千代川幼稚園　　　　１２人／日　　１１人／日　　　１２人／日
　篠村幼稚園　　　　　２０人／日　　２５人／日　　　２３人／日
　市立幼稚園　　　　　　８人／日　　　９人／日　　　　９人／日

【成果】
　保護者の多様なニーズに応えるため、一時預かり保育事業を実施し、好評を得ていま
す。
　また、保護者の多様な就労形態等に柔軟に対応した幼児教育を行うことで、園児と保
護者の安心感を高めることに繋がったと考えています。

（８）進捗状況に対する自己（担当課）評価

Ａ　（順調）　・　　Ｂ（概ね順調）　　・　　Ｃ（不調）

（自己評価「Ｃ」の場合のみ、その理由、現況等について記入）

○調書は裏面に続きます。



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係
こども未来部保育課・保育政策係

教育部教育総務課・総務係

担当者名・内線番号 古川・内線８２５２

（１）施策ＮＯ． 6

（２）施策・事業名 幼稚園における一時預かり事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　５８頁

取組内容 単位

一時預かり事業 人 135
（１日あたり）

154
（１日あたり）

28,746 25,689 34,522 16,482

Ｈ３０
（実績額）

Ｒ１
（実績額）

Ｒ２
（実績額）

Ｒ３
（実績額）

Ｒ４
（実績額）

Ｒ５
（執行見込額）

916,800
（市立幼稚園人件費）

872,800
（市立幼稚園人件費）

1,812,090
（市立幼稚園人件費）

1,800,862
（市立幼稚園人件費）

1,910,066
（市立幼稚園人件費）

2,415,396
（市立幼稚園人件費）

（

１
３
）

根
拠
法
令
等

（

１
２
）

実
績
額

　　　　　　　　　　　　　　　年
度

    単位：円

学校教育法、児童福祉法、子ども・子育て支援法

○「（７）令和４年度の取組実績・成果」、「（１０）令和５年度の取組状況」及び「（１１）関係データ」等について資
料があれば添付してください。

（
１
１
）
関
係
デ
ー
タ

年度
Ｈ３０

（実績）
Ｒ１

（実績）
Ｒ２

（実績）
Ｒ３

（実績）
Ｒ４

（実績）
Ｒ５

（現況）

（１０）令和５年度の取組状況

・実施箇所…私立幼稚園４園・市立幼稚園１園
・利用人数…１６，４８２人
　　　　　　　　　　　　６月　　　　 　９月　　　　　　平均
　安町幼稚園　　　　　６６人／日　　７７人／日　　　７２人／日
　ひかり幼稚園　　　　３８人／日　　４６人／日　　　４２人／日
　千代川幼稚園　　　　　９人／日　　　８人／日　　　　９人／日
　篠村幼稚園　　　　　２１人／日　　２４人／日　　　２３人／日
　市立幼稚園　　　　　　７人／日　　　９人／日　　　　８人／日



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部保育課・保育政策係

担当者名・内線番号 古川・内線８２５２

（１）施策ＮＯ． 7

（２）施策・事業名 保育所（園）、ファミリー・サポート・センターなどにおける一時預かり事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　５９頁（他に３２頁に記載）

（９）課題・問題点及び対応策

　利用希望人数や保育士の確保難から保護者の利用希望日に利用できない場合があるこ
とが課題となっています。
　保育士の確保等、受け入れ体制の整備に困難な面もありますが、実施保育所等の充実
を図る必要があると考えています。

（４）施策の基本目標 １　地域ぐるみで子育てを支援する

（５）実施主体（該当するものに○） 　国　　・　　府　　・　　市　　・　　その他（　私立保育園等　）

（６）施策・事業概要
　保護者の冠婚葬祭、急な仕事や病気、育児疲れの回復等、家庭での保育が一時的に困
難となった子どもについて、緊急的な保育サービスとして保育所（園）、こども園やそ
の他の場所で一時的に預かる事業です。市内７箇所で実施しています。

（７）令和４年度の取組実績・成果

【令和４年度取組実績】

・実施箇所
　
　　亀岡あゆみ保育園（分園のみ）　生後４ヶ月以上から
    大井こども園（分園含む）　　　生後８ヶ月以上から
　　千代川こども園　            　生後８ヶ月以上から
　　くわの実保育園（新規）　　　　１歳児以上から
　　第六保育所（公立）　　　　　　２歳児以上から
　　NPO法人亀岡子育てネットワーク「りとっぽ」　生後６ヶ月以上から

・利用人数・・・１，１０７人

【成果】
　就業形態の多様化に伴う一時的な保育や、保護者の疾病や育児疲れの回復等による保
育サービスを提供し、保育の必要な子どもを安心して預けることができる場所を確保で
きました。

（８）進捗状況に対する自己（担当課）評価

Ａ　（順調）　・　　Ｂ（概ね順調）　　・　　Ｃ（不調）

（自己評価「Ｃ」の場合のみ、その理由、現況等について記入）

○調書は裏面に続きます。



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部保育課・保育政策係

担当者名・内線番号 古川・内線８２５２

（１）施策ＮＯ． 7

（２）施策・事業名 保育所（園）、ファミリー・サポート・センターなどにおける一時預かり事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　５９頁（他に３２頁に記載）

取組内容 単位

一時預かり事業 箇所 7 7 7 7 7 7

〃 人 2,571 2,967 1,743 1,274 1,107 608

Ｈ３０
（実績額）

Ｒ１
（実績額）

Ｒ２
（実績額）

Ｒ３
（実績額）

Ｒ４
（実績額）

Ｒ５
（執行見込額）

9,900,800 10,218,200 19,443,760 26,129,536 29,218,040 30,511,750

（

１
３
）

根
拠
法
令
等

（

１
２
）

実
績
額

　　　　　　　　　　　　　　　年
度

    単位：円

亀岡市特別保育事業費補助金交付要綱

○「（７）令和４年度の取組実績・成果」、「（１０）令和５年度の取組状況」及び「（１１）関係データ」等について資
料があれば添付してください。

（
１
１
）
関
係
デ
ー
タ

年度
Ｈ３０

（実績）
Ｒ１

（実績）
Ｒ２

（実績）
Ｒ３

（実績）
Ｒ４

（実績）
Ｒ５

（現況）

（１０）令和５年度の取組状況

・実施箇所
　
　　亀岡あゆみ保育園（分園のみ）　生後４ヶ月以上から
    大井こども園（分園含む）　　　生後８ヶ月以上から
　　千代川こども園　            　生後８ヶ月以上から
　　くわの実保育園（新規）　　　　１歳児以上から
　　第六保育所（公立）　　　　　　２歳児以上から
　　NPO法人亀岡子育てネットワーク「りとっぽ」　生後６ヶ月以上から

・利用人数・・・６０８人



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部保育課・保育政策係

担当者名・内線番号 古川・内線８２５２

（１）施策ＮＯ． 8

（２）施策・事業名 病児・病後児保育事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　６０頁（他に４３頁に記載）

（９）課題・問題点及び対応策

　病児・病後児保育事業の実施について、より一層の周知をはかるため、適宜広報等を
行い、周知に努めます。
　また保護者のニーズの多様化に伴い、現状の実施体制の拡充を検討する必要があると
考えています。

（４）施策の基本目標 ５　仕事と子育ての両立を支援する

（５）実施主体（該当するものに○） 　国　　・　　府　　・　　市　　・　　その他（　上原医院、私立保育園等　）

（６）施策・事業概要
　病気や病気回復期の児童で、保護者の就労などの理由により、保護者が保育できない
場合に、保育施設などで児童を預かる事業です。

（７）令和４年度の取組実績・成果

【令和４年度取組実績・成果】

・実施箇所（病児対応型２箇所、体調不良児対応型８箇所）
　
　　○病児対応型（病気などにより集団保育に適さない子どもを保育）
　　　　病児保育室ユーネスト（医療法人上原医院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用人数　５０２人
        亀岡市・南丹市・京丹波町病児保育室ひまわり
　　　　（京都中部総合医療センター）　　　　利用人数　　３８人

　　○体調不良児対応型（登園後に体調不良となった場合、迎えがあるまでの間
　　　　　　　　　　　　一時的に保育）
　　　（民間）大井こども園、千代川こども園、亀岡あゆみ保育園
　　　　　　　　上西山あゆみ保育園
　　　（公立）川東保育所、中部保育所、東部保育所、保津保育所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用人数　９９６人

（８）進捗状況に対する自己（担当課）評価

Ａ　（順調）　・　　Ｂ（概ね順調）　　・　　Ｃ（不調）

（自己評価「Ｃ」の場合のみ、その理由、現況等について記入）

○調書は裏面に続きます。



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部保育課・保育政策係

担当者名・内線番号 古川・内線８２５２

（１）施策ＮＯ． 8

（２）施策・事業名 病児・病後児保育事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　６０頁（他に４３頁に記載）

取組内容 単位

実施箇所 箇所 7 8 8 9 10 10

利用人数 人 4,770 1,504 624 1,281 1,536 944

Ｈ３０
（実績額）

Ｒ１
（実績額）

Ｒ２
（実績額）

Ｒ３
（実績額）

Ｒ４
（実績額）

Ｒ５
（執行見込額）

41,864,000 42,831,000 42,831,000 43,534,000 50,210,087 53,587,855

（

１
３
）

根
拠
法
令
等

（

１
２
）

実
績
額

　　　　　　　　　　　　　　　年
度

    単位：円

亀岡市特別保育事業費補助金交付要綱

○「（７）令和４年度の取組実績・成果」、「（１０）令和５年度の取組状況」及び「（１１）関係データ」等について資
料があれば添付してください。

（
１
１
）
関
係
デ
ー
タ

年度
Ｈ３０

（実績）
Ｒ１

（実績）
Ｒ２

（実績）
Ｒ３

（実績）
Ｒ４

（実績）
Ｒ５

（現況）

（１０）令和５年度の取組状況

・実施箇所（病児対応型２箇所、体調不良児対応型８箇所）
　
　　○病児対応型（病気などにより集団保育に適さない子どもを保育）
　　　　病児保育室ユーネスト（医療法人上原医院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用人数　３５５人
        亀岡市・南丹市・京丹波町病児保育室ひまわり
　　　　（京都中部総合医療センター）　　　　利用人数　　６９人

　　○体調不良児対応型（登園後に体調不良となった場合、迎えがあるまでの間
　　　　　　　　　　　　一時的に保育）
　　　（民間）大井こども園、千代川こども園、亀岡あゆみ保育園
　　　　　　　　上西山あゆみ保育園
　　　（公立）川東保育所、中部保育所、東部保育所、保津保育所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用人数　５２０人



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部子育て支援課・子どもファースト推進係

担当者名・内線番号 小北・内線８２４２

（１）施策ＮＯ． 9

（２）施策・事業名 ファミリー・サポート・センター事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　６１頁（他に３２頁に記載）

（９）課題・問題点及び対応策

　保育所や児童クラブの整備により、単なる送迎等の依頼は減っていますが、依然とし
てニーズは高く、利用者のニーズに応じた適切な援助活動が実施できるよう、引き続き
子育て支援員研修等を通じて、事業従事者の資質向上に努めるとともに、会員数(特に
まかせて会員)の確保に努めていく必要があると考えています。

（４）施策の基本目標 １　地域ぐるみで子育てを支援する

（５）実施主体（該当するものに○） 　国　　・　　府　　・　　市　　・　　その他（　　　　　　　）

（６）施策・事業概要
　育児の援助を依頼したい人（おねがい会員）と援助したい人（まかせて会員）を会員とし
て、一時的・臨時的に有償で児童の預かりなどを行う相互援助活動を実施しており、依頼会員
は概ね小学校または義務教育学校6年生までの子どもを持つ保護者としています。

（７）令和４年度の取組実績・成果

【令和４年度取組実績】
・実施箇所・・・市内１箇所：亀岡市ファミリー・サポート・センター
　　　　　　　　　※亀岡市社会福祉協議会内（亀岡市社会福祉協議会に委託）

・会員数（R5.3月末時点）
　　おねがい会員・・・　　７１２人（令和３年度末からの増減数  １３人）
　　まかせて会員・・・　　２９８人（令和３年度末からの増減数　　９人）
　　両方会員・・・・・　　　６０人（令和３年度末からの増減数　▲８人）
　　合　　計・・・・・１，０７０人（令和３年度末からの増減数　１４人）

・令和４年度年度相互援助活動数実績　　延べ件数：１，１２９件
　　主な利用内容　⇒　児童クラブの迎え・帰宅後の預かり　　　　３６５件
　　　　　　　　　　　保育園・幼稚園の迎え及び帰宅後の預かり　２３８件

【成果】
　会員数の増加に伴いマッチング件数が増加し、前年度に比べると、全体の相互援助活動数(Ｒ
３年度１，０７３件)も増加しています。
　また、人数不足が課題となっていた登録会員数については、広報活動に努めたことにより、
まかせて会員、おねがい会員ともに増加しています。
　今後も引き続き、広報活動等の工夫に努め、広く当事業を知ってもらうことで、更なる会員
数の増加、相互援助活動の促進を図っていきたいと考えています。

（８）進捗状況に対する自己（担当課）評価

Ａ　（順調）　・　　Ｂ（概ね順調）　　・　　Ｃ（不調）

（自己評価「Ｃ」の場合のみ、その理由、現況等について記入）

○調書は裏面に続きます。



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部子育て支援課・子どもファースト推進係

担当者名・内線番号 小北・内線８２４２

（１）施策ＮＯ． 9

（２）施策・事業名 ファミリー・サポート・センター事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　６１頁（他に３２頁に記載）

取組内容 単位

相互援助活動件数 件 1,013
（年間実績）

756
（年間実績）

929
（年間実績）

1,073
（年間実績）

1,129
（年間実績）

678
（現況 R5.9末）

Ｈ３０
（実績額）

Ｒ１
（実績額）

Ｒ２
（実績額）

Ｒ３
（実績額）

Ｒ４
（実績額）

Ｒ５
（執行見込額）

6,799,000 6,799,000 8,099,000 8,099,000 8,099,000 8,099,000

（

１
３
）

根
拠
法
令
等

（

１
２
）

実
績
額

　　　　　　　　　　　　　　　年
度

    単位：円

子ども・子育て支援法、児童福祉法
亀岡市ファミリーサポート事業実施要綱　ほか

○「（７）令和４年度の取組実績・成果」、「（１０）令和５年度の取組状況」及び「（１１）関係データ」等について資
料があれば添付してください。

（
１
１
）
関
係
デ
ー
タ

年度
Ｈ３０

（実績）
Ｒ１

（実績）
Ｒ２

（実績）
Ｒ３

（実績）
Ｒ４

（実績）
Ｒ５

（現況）

（１０）令和５年度の取組状況

・実施箇所・・・市内１箇所：亀岡市ファミリー・サポート・センター
　　　　　　　　　※亀岡市社会福祉協議会内（亀岡市社会福祉協議会に委託）

・会員数（R5.9月末時点）
　　おねがい会員・・・　　７４５人（令和４年度末からの増減数　３３人）
　　まかせて会員・・・　　３０３人（令和４年度末からの増減数　　５人)
　　両方会員・・・・・　　　６１人（令和４年度末からの増減数　　１人）
　　合　　計・・・・・１，１０９人（令和４年度末からの増減数　３９人）

・相互援助活動数（R5.9月末時点）　　延べ件数：６７８件
　　主な利用内容　⇒　児童クラブの迎え・帰宅後の預かり　　　　１３０件
　　　　　　　　　　　保育園・幼稚園の迎え及び帰宅後の預かり　１９５件



【令和４年度取組実績】
　・実施箇所 ・・・・・ 市内９箇所
                【基本型】・・・・・ 市内７箇所

亀岡市子育て支援センター（亀岡市社会福祉協議会に委託）
ゆりかごひろば等（ＮＰＯ法人亀岡子育てネットワークに委託）

　　　　　　　　 亀岡市立中部保育所（市直営）
亀岡市立東部保育所（市直営）
亀岡市立本梅こども園（市直営）
亀岡市立第六保育所（市直営）
亀岡市立川東保育所（市直営）

  【母子保健型】・・・ 市内１箇所
亀岡市子育て世代包括支援センターBCome（市直営）

  【特定型】・・・・・ 市内１箇所
亀岡市こども未来部保育課（市直営）

　・相談件数実績　 合計 ５,０３９件
件数
３６１件
４９０件
２３８件
６３２件
７４件

３７４件
１１９件

特定型 ２,１７８件

母子保健型
亀岡市子育て世代包括支援センター
※(相談)５７３件, (訪問)６９件, (支援プラン作成)３７６件

亀岡市こども未来部保育課

Ａ　（順調）　・　　Ｂ（概ね順調）　　・　　Ｃ（不調）

（自己評価「Ｃ」の場合のみ、その理由、現況等について記入）

亀岡市立中部保育所
亀岡市立東部保育所
亀岡市立本梅こども園
亀岡市立第六保育所
亀岡市立川東保育所

○調書は裏面に続きます。

（９）課題・問題点及び対応策

　核家族やステップファミリーが増える中、産後うつの増加や妊産婦や配偶者の精神疾
患等による育児負担の増大、保育所の入所待ち問題、地域での孤立化などの課題の解決
に向けて、子育て家庭や妊産婦が、自立力の向上とともに、必要な支援が円滑に利用で
きるように、相談員の資質向上に努め、関係機関との連絡・調整、連携、協働の体制づ
くりに向けて、引き続き研究・検討を進める必要があると考えています。

（８）進捗状況に対する自己（担当課）評価

（１）施策ＮＯ． 10

（２）施策・事業名 利用者支援事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　６２頁（他に３３頁に記載）

亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係
こども未来部子育て支援課・子どもファースト推進係

こども未来部子育て支援課・母子保健係
こども未来部保育課・保育政策係

担当者名・内線番号
小北・内線８２４２
柴田・内線８２３９
古川・内線８２５２

（４）施策の基本目標 １　地域ぐるみで子育てを支援する

（５）実施主体（該当するものに○） 　国　　・　　府　　・　　市　　・　　その他（　　　　　　　）

【成果】

（６）施策・事業概要

　一人一人の子どもが健やかに成長することができる地域社会の実現に寄与するため、
子ども及びその保護者等、または妊娠している方がその選択に基づき、教育・保育・保
健その他の子育て支援を円滑に利用できるよう、必要な支援を行なうことを目的として
います。
　子育て中の親子が集まりやすい場所に「利用者支援専門員」を配置し、よりよい子育
て環境の整備を図るため、情報提供及び相談・助言などを行うとともに関係機関との連
絡・調整、連携、協働の体制づくりに取り組んでいます。

　また、子育て世代包括支援センター（利用者支援事業母子保健型）において、妊娠期
から出産、子育て期にわたる各種の相談に応じ、必要に応じ支援プランの策定や地域の
医療福祉に関する機関との連絡調整を行います。母子保健施策と子育て支援施策の一体
的な提供を通じて、地域の特性に応じた妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援
を提供する体制を構築します。

（７）令和４年度の取組実績・成果

　地域子育て支援拠点事業などの子育て中の親子が集まりやすい場所で運営するととも
に、一定の条件を満たす「利用者支援専門員」が相談にあたることで、きめ細やかな相
談業務が実施できたと考えており、今後更に、関係機関との連絡調整、連携を図るとと
もに、利用者の個別ニーズに応じた支援に取り組んでいきたいと考えています。
　母子保健型については、平成２８年度から実施し、市民への周知や実績を重ね、助産
師、保健師、社会福祉士と専門スタッフも充実させ、相談支援体制の構築を進めていま
す。
　特定型については、平成３０年度から保育課窓口において実施しています。

実施箇所

基本型

亀岡市子育て支援センター
ゆりかごひろば等



（１）施策ＮＯ． 10

（２）施策・事業名 利用者支援事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　６２頁（他に３３頁に記載）

亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係
こども未来部子育て支援課・子どもファースト推進係

こども未来部子育て支援課・母子保健係
こども未来部保育課・保育政策係

担当者名・内線番号
小北・内線８２４２
柴田・内線８２３９
古川・内線８２５２

　・実施箇所 ・・・・・ 市内９箇所
                【基本型】・・・・・ 市内７箇所

亀岡市子育て支援センター（亀岡市社会福祉協議会に委託）
ゆりかごひろば等（ＮＰＯ法人亀岡子育てネットワークに委託）

　　　　　　　　 亀岡市立中部保育所（市直営）
亀岡市立東部保育所（市直営）
亀岡市立本梅こども園（市直営）
亀岡市立第六保育所（市直営）
亀岡市立川東保育所（市直営）

 【母子保健型】・・・・・市内１箇所
亀岡市子育て世代包括支援センターBCome（市直営）

 【特定型】 ・・・・・ 市内１箇所
亀岡市こども未来部保育課（市直営）

　・相談件数実績（R5.9月末時点） 合計 ２,１８４件
件数
２３９件
３０１件
１２８件
２８４件
３１件

１５５件
２１４件

特定型 ８３２件

取組内容 単位

利用者支援事業
実施箇所数

箇所 9 9 9 9 9 9

Ｈ３０
（実績額）

Ｒ１
（実績額）

Ｒ２
（実績額）

Ｒ３
（実績額）

Ｒ４
（実績額）

Ｒ５
（執行見込額）

54,756,763 54,289,989 59,230,602 60,640,356 64,911,620 66,660,000

（

１

３
）

根

拠

法

令

等

実施箇所

（１０）令和５年度の取組状況

基本型

亀岡市子育て支援センター
ゆりかごひろば等
亀岡市立中部保育所
亀岡市立東部保育所
亀岡市立本梅こども園
亀岡市立第六保育所
亀岡市立川東保育所

母子保健型
亀岡市子育て世代包括支援センター

（

１
１
）

関
係
デ
ー

タ

（

１

２
）

実

績

額

　　　　　　　　　　　　　　　年
度

    単位：円

※(相談)２７９件, (訪問)３８件, (支援プラン作成)２３５件

亀岡市こども未来部保育課

子ども・子育て支援法、利用者支援事業ガイドライン
亀岡市利用者支援事業実施要綱、亀岡市利用者支援事業ガイドライン　ほか

○「（７）令和４年度の取組実績・成果」、「（１０）令和５年度の取組状況」及び「（１１）関係データ」等について資
料があれば添付してください。

Ｒ４
（実績）

Ｒ５
（現況）

年度
Ｈ３０

（実績）
Ｒ１

（実績）
Ｒ２

（実績）
Ｒ３

（実績）



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部子育て支援課・母子健康係

担当者名・内線番号 上原・内線８２３８

（１）施策ＮＯ． 11

（２）施策・事業名 妊婦健康診査

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　６３頁

（９）課題・問題点及び対応策

　安心して妊娠・出産できるよう引き続き必要な健診を受診するよう勧奨するととも
に、医療機関や関係機関と連携しさらに効果的な妊婦の支援に努める必要がある。
　妊娠期から出産・子育て期に至る母子健康管理の強化として、出産後の産後うつの早
期発見や、新生児虐待の予防的支援のきっかけとなる産婦健診をR4.4～開始している。
医療機関からの報告をもとに訪問事業等を利用し、状況の把握をしている。産後健診に
より得られたデータを分析し、傾向を把握しながら、妊娠期から産後にかけての切れ目
のない支援に活用していく必要がある。

（４）施策の基本目標 ２　親と子どもの健康を支援する

（５）実施主体（該当するものに○） 　国　　・　　府　　・　　市　　・　　その他（　　　　　　　）

（６）施策・事業概要

　妊婦健康診査の公費負担受診券を交付し、必要な健診を受けることにより妊娠期を健
やかに安心して過ごせるよう支援しています。

（実施内容）
　妊娠の届出時に妊婦健康診査受診券14回分を交付しています。
　妊婦健康診査は、保険診療とはならないため自費での受診となり負担が大きいです
が、医療機関に受診券を提出することにより、基本健診、血液検査、超音波検査等妊娠
時期に応じた必要な健診を公費で受けられるよう支援しています。

（７）令和４年度の取組実績・成果

　妊娠の届出のあった妊婦について、受診券を交付し、委託医療機関にて妊婦健診を実
施しました。他府県などで受診した場合は、費用を助成しました。

・受診者数　のべ６，１６４人（令和３年　６，０６３人）
・受診票交付数　５３９人（令和３年　５３０人）
　
　また、妊娠届出時にアンケートを同時に実施し、面接をするなかで、妊婦健診を受け
る必要性を説明し、また、妊娠や出産に係る情報提供をし、不安なく出産、育児ができ
るよう相談などに対応しました。妊婦健診の受診状況等により、必要時、医療機関と連
携しながら継続した支援を行いました。

（８）進捗状況に対する自己（担当課）評価

Ａ　（順調）　・　　Ｂ（概ね順調）　　・　　Ｃ（不調）

（自己評価「Ｃ」の場合のみ、その理由、現況等について記入）

○調書は裏面に続きます。



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部子育て支援課・母子健康係

担当者名・内線番号 上原・内線８２３８

（１）施策ＮＯ． 11

（２）施策・事業名 妊婦健康診査

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　６３頁

取組内容 単位

妊婦健康診査受診者数 人 610 557 575 530 539 267

Ｈ３０
（実績額）

Ｒ１
（実績額）

Ｒ２
（実績額）

Ｒ３
（実績額）

Ｒ４
（実績額）

Ｒ５
（執行見込額）

48,291,600 41,708,720 44,351,870 40,623,010 42,608,635 47,207,935

（

１
３
）

根
拠
法
令
等

（

１
２
）

実
績
額

　　　　　　　　　　　　　　　年
度

    単位：円

母子保健法

○「（７）令和４年度の取組実績・成果」、「（１０）令和５年度の取組状況」及び「（１１）関係データ」等について資
料があれば添付してください。

（
１
１
）
関
係
デ
ー
タ

年度
Ｈ３０

（実績）
Ｒ１

（実績）
Ｒ２

（実績）
Ｒ３

（実績）
Ｒ４

（実績）
Ｒ５

（現況）

（１０）令和５年度の取組状況

妊婦健診の委託料の増額、及び妊娠届出の増加等により、令和5年度の執行見込み額は
前年度より増額している。出産年齢の上昇等により、健康管理がより重要となる妊婦が
増加傾向にあり、妊婦・児の健康確保を図る上で妊婦に対する保健指導及び健康診査の
重要性・必要性が一層高まっているところであるが、本事業により、経済的な負担を軽
減し、健診を確実に受診していただけていると考える。また転入者も増え、地域の中で
の情報が少ない人が増えている一方、インターネットなどの普及により、手軽にいろい
ろな情報を手に入れることができるようになってきてはいるが、すべてが正しいとは限
らず、情報に振り回されてしまう可能性もある。そのような状況の中で、健診を受けて
いただくことで、正しい知識を得られ、安心して出産に迎うことができていると考え
る。



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部子育て支援課・母子健康係

担当者名・内線番号 柴田・内線８２３９

（１）施策ＮＯ． 12

（２）施策・事業名 乳児家庭全戸訪問事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　６４頁

（９）課題・問題点及び対応策
　転入者が増加しており、亀岡市の情報や知り合いがいない状況で子育てしている人
や、低出生体重児、双子、若年出産、高齢出産など個別性に合わせた丁寧な対応が必要
です。

（４）施策の基本目標 ２　親と子どもの健康を支援する

（５）実施主体（該当するものに○） 　国　　・　　府　　・　　市　　・　　その他（　　　　　　　）

（６）施策・事業概要

（実施内容）
　生後４か月頃までに助産師や保健師が訪問し、乳児の発育や保護者の心身の状況など
についての支援を行います。
　母子保健事業や地域での子育てに係る情報提供を行い、継続した支援の必要な家庭に
は関係機関と連携し必要なサービスにつなげます。

（７）令和４年度の取組実績・成果

・実施者：保健師または助産師
　
・実施時期：生後から４ヵ月頃まで

・実施内容：子育てに関する不安や悩みの聴取・相談等、子育て支援に関する情報提
供、４ヵ月児健診の案内と説明、予防接種等の説明、児の健康状態の把握及び支援を行
いました。

・実施数：令和４年度　４８６人（令和３年度５３８人）
　3年に及ぶコロナ禍の影響で、出生数は全国的に減少しましたが、事前電話をし、体
調確認を行いながら、1件ずつ訪問を実施しました。コロナ禍の影響で、外出の機会が
減り、孤立している育児者が多く、育児者が情報を得られる貴重な機会となりました。
　関係機関との連携：医療機関や保健・医療・福祉関係者との連携を図り、その後の支
援に活かした。

（８）進捗状況に対する自己（担当課）評価

Ａ　（順調）　・　　Ｂ（概ね順調）　　・　　Ｃ（不調）

（自己評価「Ｃ」の場合のみ、その理由、現況等について記入）

○調書は裏面に続きます。



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部子育て支援課・母子健康係

担当者名・内線番号 柴田・内線８２３９

（１）施策ＮＯ． 12

（２）施策・事業名 乳児家庭全戸訪問事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　６４頁

取組内容 単位

乳児家庭全戸訪問事業 人 560 544 528 538 486 262

Ｈ３０
（実績額）

Ｒ１
（実績額）

Ｒ２
（実績額）

Ｒ３
（実績額）

Ｒ４
（実績額）

Ｒ５
（執行見込額）

2,573,263 2,674,903 3,066,000 3,370,090 2,851,000 2,812,525

（

１
３
）

根
拠
法
令
等

（

１
２
）

実
績
額

　　　　　　　　　　　　　　　年
度

    単位：円

母子保健法
児童福祉法

○「（７）令和４年度の取組実績・成果」、「（１０）令和５年度の取組状況」及び「（１１）関係データ」等について資
料があれば添付してください。

（
１
１
）
関
係
デ
ー
タ

年度
Ｈ３０

（実績）
Ｒ１

（実績）
Ｒ２

（実績）
Ｒ３

（実績）
Ｒ４

（実績）
Ｒ５

（現況）

（１０）令和５年度の取組状況

令和５年度から、妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、様々なニー
ズに即した必要な支援につなぐ伴走型相談支援と、経済的な負担を軽減することを目的
とした子育て応援給付金の一体的実施事業を開始しています。
　それにより、令和5年4月1日生まれの以降に生まれた子どもの訪問は、1.5倍に件数が
増加してきています。



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部子育て支援課・母子健康係

担当者名・内線番号 柴田・内線８２３９

（１）施策ＮＯ． 13

（２）施策・事業名 養育支援訪問事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　６５頁

（９）課題・問題点及び対応策

各種事業や子育て支援関係者とのネットワークを通じた、対象者の早期把握に努め、多
様な家庭環境や保護者等の状況により養育に支援が必要な児・妊婦について、切れ目の
ない支援を図っていく必要があります。
　令和3年度に、新型コロナウイルス感染症の影響もあり養育支援者数が減少しました
が、令和4年度は外出先がない子育て世帯が家庭内でストレスが高まっている状況が課
題となり、感染対策を徹底しながら要支援者へのフォローに努めていきました。

（４）施策の基本目標 ２　親と子どもの健康を支援する

（５）実施主体（該当するものに○） 　国　　・　　府　　・　　市　　・　　その他（　　　　　　　）

（６）施策・事業概要

妊娠・出産・育児期に養育支援を特に必要とする家庭の児や養育者を訪問し、養育に関
する支援を行います。
（対象者）
・若年の妊婦、妊婦健診未受診、望まない妊娠など妊娠期からの継続的な支援が必要な
妊婦
・出産後間もない時期の養育者が育児ストレス、産後うつ、などの問題によって、強い
不安や孤立感を抱える家庭
・食事・衣服・生活環境について不適切な養育状態にある家庭
・虐待の恐れやのそのリスクを抱え特に支援が必要と認める家庭など

（７）令和４年度の取組実績・成果

・実施者：保健師、助産師、他

・実施時期：必要時

・実施内容：妊婦・児や養育者の状況把握、児や養育環境への支援、関係機関と支援内
容を検討し、ケースに必要な支援の検討を行いました。

・把握機会：医療機関からの連携、妊娠届出時のアンケートや面接、要対協からの連
携、新生児訪問・乳児全戸訪問など

・訪問者概要：育児不安、保護者の養育力、保護者（妊婦）の精神的疾患・不安定さ、
児の健康状態・発達、若年妊婦、妊婦健診未受診、乳幼児健診未受診

・実施数：令和４年度　５１人（令和３年度　２９人）

（８）進捗状況に対する自己（担当課）評価

Ａ　（順調）　・　　Ｂ（概ね順調）　　・　　Ｃ（不調）

（自己評価「Ｃ」の場合のみ、その理由、現況等について記入）

○調書は裏面に続きます。



亀岡市子ども・子育て支援事業計画　施策・事業概要調書

令和５年度

担当部課・担当係 こども未来部子育て支援課・母子健康係

担当者名・内線番号 柴田・内線８２３９

（１）施策ＮＯ． 13

（２）施策・事業名 養育支援訪問事業

（３）計画書記載頁 第２期亀岡市子ども・子育て支援事業計画　６５頁

取組内容 単位

養育支援訪問事業 人 56 57 75 29 51 80

Ｈ３０
（実績額）

Ｒ１
（実績額）

Ｒ２
（実績額）

Ｒ３
（実績額）

Ｒ４
（実績額）

Ｒ５
（執行見込額）

297,656 382,129 640,000 232,000 855,495 903,579

（

１
３
）

根
拠
法
令
等

（

１
２
）

実
績
額

　　　　　　　　　　　　　　　年
度

    単位：円

母子保健法
児童福祉法

○「（７）令和４年度の取組実績・成果」、「（１０）令和５年度の取組状況」及び「（１１）関係データ」等について資
料があれば添付してください。

（
１
１
）
関
係
デ
ー
タ

年度
Ｈ３０

（実績）
Ｒ１

（実績）
Ｒ２

（実績）
Ｒ３

（実績）
Ｒ４

（実績）
Ｒ５

（現況）

（１０）令和５年度の取組状況

令和５年度から、妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、様々なニー
ズに即した必要な支援につなぐ伴走型相談支援と、経済的な負担を軽減することを目的
とした子育て応援給付金の一体的実施事業を開始しています。
これにより、コロナ禍に会えなかった家庭も、訪問の必要性を理解され希望されること
が増えたため、支援の必要な家庭に訪問ができるようになりました。
妊娠の初期から支援を開始し、出産後も訪問等の支援が継続的に実施できるようになっ
たため、訪問件数が増加しています。今後は、産後まもない時期を過ぎた家庭が力をつ
け、亀岡市内の地区資源となる機関に出向くことができるよう、関係機関とより連携を
図っていきたいと思います。


